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序

群馬県の南西部に位置する松井田町は、豊かな自然に固まれた県境の町です。町

の大部分を山地が占め、全国に知られる通行難所碓氷峠のある松井田町の歴史は、

「峠越えの歴史Jでもあります。縄文時代には石器の材料として黒曜石が運び込ま

れました。古代には東山道、江戸時代には五街道の一つ中山道、そして明治以降に

おいてはアプト式鉄道などにより、多くの人々や物資が峠を越えて往来し、様々な

文化がもたらされてきました。それらが礎となり現在の松井田町が築かれているの

です。

さて、ここに報告いたします「松井田工業団地II遺跡」は、信越化学工業株式会

社による「組立棟及び事務棟建設工事Jに先立ち調査された遺跡です。遺跡地は碓

氷川右岸の河岸段丘上、安中市との境界に位置しています。人見地区は比較的平坦

な土地が多く、交通の便も良いため、工場や道路、庖舗・住宅等の建設が多い地域

です。遺跡地の周辺では、これまでにも、これらの開発事業に先立ち、「松井田工業

団地遺跡」・「人見北原遺跡」・「西裏遺跡(安中市)J等が調査され、一帯には古墳時

代から平安時代にかけて大集落が存在していたことが分かつています。今回の調査

により、新たに同時期の住居16軒等が検出されました。この発掘調査の成果が、人

見地区の歴史解明の一助となれば幸いです。

遺跡は調査することにより破壊されてしまいます。そして、破壊された遺跡は二

度と元の姿には戻りません。本書を十分に活用し、かつて存在した遺跡の姿を後世

に伝えていくことは、私たちの重大な責務であると考えています。

最後になりましたが、発掘調査に従事された方々をはじめ、現地調査から本書刊

行に至るまで多くのご理解・ご協力いただきました皆様に心より感謝を申し上げて

序といたします。

平成17年 3月25日

松井田町教育委員会

教育長小林一郎
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1.本書は、信越化学工業株式会社工場増設に先がけた埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2，調査主体松井田町教育委員会である。

3.発掘調査は松井田町教育委員会の委託を受け、スナガ環境測設株式会社(前橋市青柳町221-1代表取締役

員弘)が実施した0

4，調査担当者 金子正人・荻野博己(スナガ環境測設株式会社)

調査員板垣宏@山口和宏・猪熊正晴(スナガ環境測設株式会社)

5，遺跡名松井 田工業団地II遺跡

6，所在地群馬県碓氷郡松井田町大字人見字北原60番地 2他

人調査期間発掘調査平成16年 8月26日~平成16年10月26日

整理期間平成16年10月4日~平成17年 3月25日

炉。

8，調査面積 1，980m2

9，調査経費は開発事業者である信越化学工業株式会社がその全てを負担した。

10，出土遺物及び図面等の資料は松井田町教育委員会が一括して保管している。

11，発掘調査は松井田町教育委員会の指導のもとにスナガ環境測設株式会社が調査にあたり、測量@調査計画…須永

員弘、調査担当...金子正人。荻野博己、測量調査一板垣 宏。山口和宏@猪熊正晴、発掘調査の安全管理...都丸

保男 e 猪熊正晴、作業事務…須永 豊・柴崎信江が担当した。

12，本書は松井田町教育委員会の指導のもとにスナガ環境測設株式会社が作成にあたり、原稿執筆ー.1については壁

伸明(松井田町教育委員会)、その他の執筆@構成@編集…須永員弘。金子正人@荻野博己、測量図書の管理@修

正…猪熊正晴、遺物実測図のトレ←ス@版下作成..荻野博巳・山口和宏、遺物観察@整理一金子正人・神津芳夫、

遺物の洗浄@注記…小暮幸子@山本良政 e 上村智恵子。山本恵美子。下田和子、接合@復元…都丸保男@柴崎信
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13.発掘調査に参加した方々
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遺跡の略称は、松井田工業団地II遺跡 (MKII)である。

遺構名の略称竪穴住居跡…H、土坑…D、ピット…P、溝跡…W。実測図中の記号

実測図の縮尺は、次のとおりである。

遺跡平面図(1/200)、住居跡@ピット@土坑。貯蔵穴(1 /80)、カマド(1/40・1/80)、周溝状遺構(1 /80 0 1 / 

200)、土坑@ピット(1 /200)、溝跡(1 /80' 1/200)、遺物実測図(l/3・1/6 • 1/10) を使用した。

挿入図は、国土地理院発行の 2万5千分の 1 I松井田」を使用した。

遺跡の位置の基準は、工場増設に伴い設置した測量データー旧国家座標第IX系座標値T-5 (X 33059.882、Y

89130.027) とT-5 -B (X 33073.405、Y -89054.449)及び水準点は BM..，227. 096mを使用し調査区に BM

…227.000mを設定した。等高線は10cm、ググ?リツドは 4m間|隔1痛高で

土層断面の土色名及びび、土器類の色調名は『新版標準土色帖j(農林省農林水産技術会議事務局監修財団法人日

本色彩研究所色票監f修彦)による。

煤付着..総務j柏の部分… J を使用。

各遺構の面積は平面図をもとに座標面積計算により算出した。

本文中の( )は推定値、[ ]は検出値を表す。また各表についてはそのつど表記した。

S…石。P…土器、
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I 調査に至る経緯

碓氷川右岸に位置する人見地区は、町内においては比較的開発事業が多く行われ、古くからの田園風景と、開発の

波を感じる新しい風景とが混在している地域である。これまでにも、信越化学松井田工場・県道磯部停車場妙義山線

等の建設工事に先立ち埋蔵文化財発掘調査が行われ、古墳時代から平安時代を中心とした大規模な集落の存在が確認

されていた。

平成16年7月30日、「信越化学工業株式会社代表取締役社長金川千尋J(以下信越化学)より松井田町教育委員

会(以下教育委員会)に、組立棟及び事務棟建設予定地域内における埋蔵文化財確認のための試掘調査依頼が提出さ

れた。これを受け同年8月3日に信越化学と教育委員会で協議し、①周囲(松井田工業団地遺跡・人見北原遺跡・西

裏遺跡)は過去に調査されており、今回の開発予定地が遺跡地であるととはほぼ確実であり、また遺構量もある程度

推測できる。②着工までに時間的余裕がない。以上の 2点、から、試掘調査を行わず本調査を実施するととで合意した。

8月13日、信越化学と松井田町で埋蔵文化財発掘調査委託契約を締結した。また、両者で、調査実務の民問機関への委

託を申し合わせた上で、松井田町とスナガ環境測設株式会社とで埋蔵文化財発掘調査委託契約を締結し、平成16年9

月3日発掘調査が開始された。

II 遺跡、の位置と歴史的環境

1.遺跡の立地

松井田工業団地II遺跡は、松井田町役場から南東方向へ約4.7kmの碓氷郡松井田町大字人見字北原60-2他に所在

する。

松井田町の南東部で突出した位置にあり、安中市磯部と郡境を界に接している。北方約700mには、長野県境より源

を発し山間地やその下流で中尾川、入山)I!、霧積)I!、中木Il!と合流し東流する碓氷川が位置する。その中流域の両岸

には河岸段丘が形成され、段丘面が居住区域となっており、左岸の段丘上には、中山道(現国道18号線)が、右岸倒

には ]R信越本線や県道磯部停車場妙義山線が並走している。

遺跡は、碓氷川右岸の西横野丘陵にそった南段の上段(人見丘陵商)と下段の 2段を形成する下段に位置し、遺跡

の標高は226.20m~227.00m を測り、南東に向かつて緩やかに傾斜している。

遺跡地からは、西を望めば妙義山や有史以前から度重なる噴火を繰り返し、今なお噴煙を上げる浅間山の威容が窺

える。

2.歴史的環境

松井田工業団地II遺跡の周辺には、北~西方にかけた碓氷川の段丘上の松井田、西横野@塚原・足名田・法正寺地

区などには終末期古墳の分布が多く見られる。また、大規模調査が行われた松井田工業団地遺跡も西側に隣接し、古

墳時代~奈良・平安時代までの集落跡や浅間B軽石水田跡など検出され、同じく北側には本遺跡に継続する人見北原

遺跡が存在し古墳時代と平安時代の住居跡や近世の道路状遺構が検出されており、本遺跡との関連性が窺える遺跡で

ある。また、付近では縄文集落の検出例がほとんどなく本遺跡の東側にある郡境界を挟んだ安中市域で縄文中期の住

居跡が1軒報告されているのみで縄文時代についての資料が少ない地区で、ある。

ここで、周辺の遺跡分布状況を概観すると第 1図に示した位置にある。

1 



N口 名 称 庁幸 代

1 愛宕山遺跡 奈良~平安

2 松井田塚越遺跡 縄文~古墳

3 松井田 5号墳 台墳

4 松井田 3号墳 古墳

5 松井田 2号墳 古墳

6 八城二日巾遺跡 縄文~平安

7 一軒在家東光寺遺跡 縄文~平安他

8 西横野 5号墳 古墳

9 西横野20号墳 古墳

10 西横野21号墳 古墳

11 河田陣屋 近世

12 西横野6号墳 古墳

13 塚原古墳群 古墳

14 大王寺城 中世

15 松井田工業団地遺跡 古墳~平安

16 人見北原遺跡 古墳・平安・近世

17 人見谷津遺跡 縄文~中世

18 人見城 中世

19 上人見遺跡 弥生

20 人見東原遺跡 古墳
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第 1図周辺遺跡図

概 要 他

住居跡 5軒が検出されており、うち 1軒の焼失家屋では多種の生活用具が炭化物と共に残存。

縄文時代土坑、敷石住居跡?1軒、古墳時代遺物包含層。

墳丘は削平され、石室部が僅かに残る。本墳以下全て横穴式石室の小円墳である。

石室は土中に残存しているようである。墳丘上部は削平。

ほとんど原形を留めていない。石室奥壁と側壁基部の石が少々残存。

縄文中期住居跡 4軒、土坑12基、平安時代溝跡を検出。

縄文住居跡 2軒、平安時代掘建柱建物跡 2棟、土坑、溝跡等。

石室の大石が少々存在する他はほとんど原形を留めない。

石室の一部を残すのみ。

墳丘部は残存しない。畑地面に玄室部の石が数個並んでいるのみ。

単郭環壕土止、 JGofD2年旗本河田政親により築かれる。

戦目リの調査で直万 2振りが出土している。宅地内にあり、墳丘部は植え込みになっている。

10数基の小円墳群。数基は消滅し、うち 1基は別方後円墳の可能性が指摘されている。

方形館主上か。上原兵庫の城と伝えられる。

古墳から平安時代の住居跡445軒、掘立柱建物跡11棟、 B軽石下の水田、古墳、井戸検出。

古墳・平安時代住居跡、ピット群、土坑、近世の道路状遺構。

焼失家屋 2軒検出。弥生後期の良好な一括遺物を伴う。他に縄文中期土器、人見城堀切社等。

人見丘陵北面に築かれた山城。東西230m、南北150m。足利氏人見四郎恩和の館として創建。

昭和40年、県JL博物館と東尽大学との調査で、弥生中期の婆、査等が検出されている。

古墳時代住居跡 3軒検出。

第 l表周辺遺跡概要一覧表

2 



III 調査の経過

1 .調査方針

調査実施に際し基準点、水準点については、工場増設に伴い設置した測量データ(安中市大成測量作成)を使用した。

使用したデータにより旧国家座標第IX系座標値T-5 (X 33059.882、Y -89130.027)とT-5-B(X 33073.405、

Y -89054.449)、水準点 BM…227.096mを基準として調査区に測設した。

基準点は北西にA-0を公共座標X 33080.000、Y -89120.000を設定し、発掘調査対象地に 4m単位の調査グリッ

ドを設定した。調査グリッドの緯線はアルファベッドで北から南方向へA・B.C…、経線は算用数字で西から東方

向へ 1・2・3ーを付け、北西交点をグリッドとした。 水準点は調査区東側中央の壁土に BM…227.000mを測設して

基準とした。

図面作成は 1: 10、1: 20、1: 40、1: 100の縮尺を基本として平板、遺り方により細部測量で作図を行った。遺

物は遺構・グリッド単位で層位毎に収納し、遺物分布平面図、遺物台帳に記載し付番処理して収納した。また、遺構・

遺物の写真撮影(白黒、 リノマーサノレ) も行った。

2.調査経過

発掘調査に際しては信越化学工業株式会社の手配したプレハブ e テント@机・椅子・トイレ・表土掘削用重機を使

用した。遺構確認は、文化財担当の立ち会いのもと行った。

平成16年 9月3日より表土掘削終了後にジョレン掛け、遺構確認を行い、住居跡・周溝状遺構・土坑・ピット・溝

を確認し、住居跡より発掘に入る。また、調査区にグリッド杭、ベンチ杭を設定し、遺構の測量・記録作業も順次進

めた。

10月は各遺構の仕上げ段階に入札重複住居の見極めや仕上げ、遺物取上などの記録作業を進めた。また、完掘し

た遺構の写真撮影も行い、 10月18日に調査区の高所写真撮影を行った。

また、遺構確認面で出土した縄文土器の分布範囲については、 10月26日に壁伸明文化財担当の指導のもとトレンチ

を3ヶ所入れ遺構確認を行ったが縄文時代の遺構は検出されなかったので遺物包含層とし調査を終了した。

整理作業

平成16年 9月24日より報告書作成を含めた整理作業を開始した。まず遺物の水洗い・注記→接合・復元・観察表の

作成・実測図の作成等のI1買で行い、並行して遺構図面の整理と各種台帳作成整理、写真の整理・トレースのI1買で報告

書の作成作業に入り平成17年 3月25日に報告書を発行した。

IV 基本土層

1.灰黄褐色土10YR4/2粘性・締まりなく As-A軽石 φ2~10mmを20%含む

II. 黒褐色土10YR3/2粘性・締まりやゃあり As-A 軽石 φ2~ 5mmを2%含む

III.暗褐色土10YR3/3粘性・締まりあり軽石 q， 1~2mmを 1%含む

IV. 暗褐色土10YR3/3粘性・締まりあり軽石q， 1~2mmを 3%含む
V. にぶ、い黄褐色土10YR4/3粘性・締まりあり軽石 q， 1~211日rn を 1% とロームブロックを

僅かに含む

VI.にぶい黄褐色土10YR5/4粘性やゃあり・締まりあり軽石 φ2~3 mmと小際、 5層プ

ロック含む

VIl.明黄褐色ローム層10YR6/8粘性・締まりあり

本文中に使用した略号は以下の通りである。

As-A軽石;1783年降下浅間山起因の軽石層

基本土層は北壁断面②をもとに模式的に断面図を作成した。
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V 遺構と遺物

1.竪穴住居跡

H-l号住居跡 〔第 3・4図、図版 1J 

位置ト10・11グリッド形状(横長の隅丸長方形)。重複日 16・周溝状 3、カクラン入る。長軸方向 N-240-W

規模長軸[3.53Jm、短軸 [2.82Jm、壁高30~38cm。面積 (9.09)m2 床面ロームの堅い床でやや凹凸あり。壁周溝検

出されず。柱穴検出されず。貯蔵穴南東隅、長径66cm、短径53cm、深さ36cmの楕円形。カマド東壁中央南寄り。主

軸方向 N-56
0

- E 規模全長72cm、最大幅61cm、焚口部幅27cm。残存状況カマドの形状が残りよく焼けている。遺物

総数174点。須恵器羽釜、土師器警、土錘などNo. 1~3 を掲載した。

H-2号住居跡 〔第3・4図、図版1]

位置 Q-6グリッド形状南側調査区外のため不明。重複 H-15と北西側が重援し掘り込んで、いる。長軸方向不

明。規模長軸[2.60Jm、短軸[1. 50]m、壁高40~44cmo 面積 [3.61J m'床面中央から西側がやや高い貼床で炭化物

を含み堅い。壁周溝東・北壁側の一部に巡る。柱穴北壁側中央、長径40cm、短径36cm、深さ32cmの楕円形。貯蔵穴検

出されず。カマド調査区外と思われる。遺物総数16点。土師器・須恵器片など出土した。

H-3号住居跡 〔第 3・5・6図、図版 2J 

位置 G'H.I-6・7・8グリッド形状正方形。重複 D-14、カクラン入る(カマド付近)。長軸方向 N-90-W規

模長軸7.76m、短軸7.36m、壁高46~65cm。面積 53.05m' 床面ロームの堅い床面。南東・南西側に 3~ 4cmの床高

範囲あり。壁周溝ほぼ全周する。柱穴 P1北西側、長径32cm、短径30cm、深さ33cmのほぼ円形。 P2北西側、長径

32cm、短径26cm、深さ51cmの楕円形。 P3北西側、長径39cm、短径37cm、深さ49cmのほぼ円形。 P4北西側西壁寄り、

長径33cm、短径28cm、深さ47cmの楕円形。 P5西壁中央、長径44cm、短径34cm、深さ48∞の楕円形。 P6南西隅、長

径23cm、短径23cm、深さ31cmの円形。 P7南壁中央、長径30cm、短径29cm、深さ25cmの円形。 P8中央西寄り、長径

34cm、短径29cm、深さ 9cmの楕円形。 P9中央東寄り、長径28cm、短径28cm、深さ29cmの円形。 P10北東側、長径33

cm、短径27cm、深さ24cmの楕円形。 P11北東側、長径22cm、短径20cm、深さ44cmのほぼ円形。 P12南東隅、長径23cm、

短径22cm、深さ31cmの円形。 P13南壁中央、長径28cm、短径19cm、深さ16cmの楕円形。 P14東壁側北寄り、長径32cm、

短径29cm、深さ13cmの楕円形。 P15北西側西壁寄り、長径29cm、短径21cm、深さ22cmの楕円形。 P16北壁側西壁寄り、

長径36cm、短径27cm、深さ16cmの楕円形。 P17北東側西壁寄り、長径31cm、短径25cm、深さ 14cmの楕円形。貯蔵穴北

東隅、長径79cm、短径52cm、深さ56cmの長方形。カマド北壁の中央やや東寄り。主軸方向 N-420-E規模全長71cm、

最大幅120cm、焚口幅35cm。残存状況北壁に対し、北東方向に作られ煙道部付近にカクランが入る。遺物総数484点。

須恵器坪・皿、土師器杯・高坪などNo.1~7 を掲載した。

H-4号住居跡 〔第3・6図、図版 2J 

位置 J'K-5グリッド形状横長の隅丸長方形。重複なし。長軸方向 N-9 0_  E 規模長軸3.22m、短軸2.50m、

壁高24~33αDo 面積 7.46m2 床面ロームの堅い床で、やや中央が高い。壁周溝検出されず。柱穴 P 1北東側、長径59

cm、短径51cm、深さ18cmの楕円形。 P2西壁寄り、長径39cm、短径37cm、深さ16cmの円形。 P3南東隅、長径52cm、

短径45cm、深さ26cIηの楕円形。貯蔵穴検出されず。カマド東壁南寄り。主軸方向 N-92
0

- E 規模全長73cm、最大幅

103cm、焚口幅49cm。残存状況形状が残り北壁側がよく焼けている。遺物総数133点。須恵器高台付域No.1~ 3を掲

載した。
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H-5号住居跡 〔第 3・6・7図、図版 2) 

位置 1. J -3・4グリッド。形状正方形。重接 H-6と重複し H-5が新しい。長軸方向 N-2 0_  E 規模長軸

3.04m、短軸2.82m、壁高16~22cm。面積 8.28m2 床面にぶ、い黄褐色土の堅い床で小石を少し含む。壁周溝検出さ

れず。柱穴検出されず。貯蔵穴検出されず。カマド東壁側中央やや南寄り。主軸方向 (N-740-W)規模全長

(56)cm、最大幅60cm、焚口幅42cm。残存状況半分以上がカクランにより壊されている。左壁に焼けた軟質の石材一個

が残り、四角に加工しである。遺物総数108点。鉄製品万子、須恵器坪などNo.1~ 2を掲載した。

H-6号住居跡 〔第 3・6・7図、図版 2) 

位置 J.K-3・4グリッド形状縦長の隅丸長方形。重複 H-5 (北側)、 H-7(南側)と重複している。長軸方向

N-3 0_  E 規模長軸3.20m、短軸2.51m、壁高24~33cm。面積 7.76m2 床面ロームの堅い床面。壁周溝検出されず。

柱穴検出されず。土坑 D-1南西側、長径70cm、短径66cm、深さ40cmほぽ円形、底部より土師器聾片出土。カマド北

壁と東壁側に焼土を確認し調査に入るが東はカマドにならなかった。北カマドは北壁側中央やや東寄りに位置する。

主軸方向 N-4
0

- E規模全長55cm、最大幅50cm、焚口幅32cm。残存状況 H-5に壊されている。焚口部のみ焼土が見

られる。遺物総数87点。須恵器坪No.1を掲載した。

H-7号住居跡 〔第 3・6・7図、図版2・3)

位置 J.K-3・4グリッド形状ほぼ正方形。重複 H-6と重複し掘り込んでいる。長軸方向 N-6 0_ E規模長

軸2.86m、短軸2.78m、壁高12~20cm。面積 8.00m2 床面にぶい黄褐色土の堅い貼床。壁周溝検出されず。柱穴検

出されず。貯蔵穴検出されず。カマド東壁側ほぼ中央。主軸方向 N-75
0-W規模全長70cm、最大幅54cm、焚口部40

cmo 残存状況壁面に自然石を組み、燃焼部中央に支脚石を使用。遺物総数日点。須恵器高台付境、灰柚陶器高台付

境、土師器警などNo.1~ 4を掲載した。

H-8号住居跡 〔第3・7図、図版3) 

位置 G'H-1・2グリッド形状西側は調査区外で不明。重複なし。長軸方向不明。規模南北[4.46Jm、東西

[1. 98J m、深さ 28~34cm。面積 [7.81Jぱ床面ロームの堅い床面やや凹凸あり。壁周溝検出されず柱穴 P 1北東

側、長径27cm、短径23cm、深さ25cmの楕円形。 P2南東側、長径27cm、短径21cm、深さ25cmの楕円形。 P3南壁中央

寄り、長径30cm、短径23cm、深さ33cmの楕円形。貯蔵穴検出されず。カマド西側は調査区外のため不明。遺物総数

64点。須恵器大聾No.1を掲載した。

H-9号住居跡 〔第 3・7・8図、図版 3)

位置 M.N-7グリッド形状横長の隅丸長方形。重複 H-10と重複し北側を掘り込んでいる。長軸方向 N-5 0 

-E 規模長軸3.34m、短軸2.78m、深さ 18~37cm。面積 8.78m2 床面にぶい黄褐色土の堅い床面。壁周溝検出され

ず。柱穴 P1西壁側中央、長径50cm、短径44cm、深さ12cmのほぽ円形。 P2東壁側中央、長径64cm、短径54cm、深さ

23cmの楕円形。 P3北東寄り、長径38cm、短径30cm、深さ 9cmの楕円形。 P4南東側、長径90cm、短径52cm、深さ16

cmの楕円形。 P5中央やや南寄り、長径74cm、短径60cm、深さ28cmの楕円形。貯蔵穴検出されず。カマド東壁側南

寄り。主軸方向 N-98
0

- E規模全長53cm、最大幅54cm、焚口l幅37cmo 残存状況両袖に自然石を使用。遺物総数41

点。灰柚陶器高台付塙No.1を掲載した。

H -10号住居跡 〔第 3・7・8図、図版 3)

位置 M-6・7、N-7グリッド形状不明。重複 H-9と重複し壊されている。長軸方向不明。規模南北(2.03)
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m、東西(2.71)m、深さ [34~38Jcm。面積 [4.67Jぱ床面ロームの堅い床。壁周溝検出されず。柱穴 P 1北壁寄り

中央、長径32cm、短径30cm、深さ 10cmの円形O 貯蔵穴検出されず。カマド不明。遺物総数6点。須恵、器聾片など出

土した。

H -11号住居跡 〔第 3・8園、図版 3J 

位置 N.O-5・6グリッド形状正方形。重複 W-2、H-12と重複し壊されている。長軸方向 N-78
0

- E規模 長

軸3.88m、短軸3.62m、深さ 24~31cm。面積 13.06m' 床面ロ←ムの堅い床面で全体に木の根などのカクラン入る。壁

周溝検出されず。柱穴検出されず。貯蔵穴検出されず。カマド北壁側ほぼ中央。主軸方向 (N-1T-W)規模全

長[73Jcm、最大幅[66]cm、焚口幅[41]cm。残存状況 W-2やカクランにより右袖が壊されている。遺物カマド左袖付

近に土師器聾出土、完形に近い。総数90点。土師器小型窒・長胴聾などNo.1、2を掲載した。

H -12号住居跡 〔第 3・8図、図版 3J 

位置 N-4・5グリッド形状横長の隅丸長方形。重複 H-ll・13と重複し掘り込んでいる。日一12が一番新しい。

長軸方向 N-400-W 規模長軸3.34m、短軸2.60m、深さ 16~23cmo 面積 8.14m' 床面ロ←ムの堅い床面。カマド前

や北西側にカクラン入る。壁周溝東壁・西壁の一部と北壁側に巡る。柱穴 P1北東側、長径73cm、短径60cm、深さ20

cmの楕円形。貯蔵穴検出されず。カマド東壁側中央やや南寄り。主軸方向 N-8T-E規模全長74cm、最大幅90cm、

焚口幅50cm。残存状況カマドの右袖に 2石、左袖に I石自然石を使用、また焚口部にカクラン入る。遺物総数99点。

須恵器高台付椀No.1を掲載した。

H -13号住居跡 〔第3・8・9図、図版 3J 

位置 N.O-3・4グリッド形状正方形。重複 H-12と重複、遺物からH-13が古い。南西側はカクランにより一部

壊されている。長軸方向 N-58
0

- E 規模長軸4.11m、短軸4.10m、深さ 40~54cm。面積 [13.99Jぱ床面ロームの堅

い床面。カマド前から北西方向にかけてカクランの穴が並び¥南西・南東壁側も一部壊されている。壁周溝検出され

ず。柱穴 P1南東側東寄り、長径39cm、短径35cm、深さ 14cmの円形。土坑 D-1南東隅、長径77cm、短径65cm、深さ

22cmの長方形。位置形状から貯蔵穴と思われる。カマド東壁側中央。主軸方向 N-60
0

- E規模全長72cm、最大幅69

cm、焚口幅35cm。残存状況焚口部、燃焼部にカクランが入り壊されている。形状は両袖と燃焼部東壁がわずかに残る。

また右袖前に軟質で板状の薄い石材出土。遺物総数96点。土師器聾No.1を掲載した。

H -14号住居跡 〔第3・9図、図版 3J

位置 0・P-3・4グリッド形状縦長の隅丸長方形。重複なし。長軸方向 N-69
0

-W規模長軸4.02m、短軸3.34

m、深さ 39~47cm。面積 12.49m' 床面ロ←ムの堅い床面。壁周溝検出されず。柱穴 P 1北東寄り、長径46cm、短

径34cm、深さ20cmの楕円形。 P2北西寄り、長径56cm、短径31cm、深さ15cmの楕円形。 P3南西寄り、長径59cm、短

径52cm、深さ16cmの楕円形。 P4南東隅、長径38cm、短径26cm、深さ38cmの楕円形。見守蔵穴検出されず。カマド東

壁側、中央やや南寄り。主軸方向 N-63
0

-W規模全長96cm、最大幅50cm、焚口部幅32cmo残存状況形状はほぼ完形

で残る。遺物総数40点。土師器歪No.1を掲載した。

H-15号住居跡 〔第 3・4図、図版 1J 

位置 G-5・6グリッド形状正方形。重複 H-2と重複し掘り込まれている。長軸方向 N-8r-w規模長軸

3.10m、短軸2.92m、深さ 75~76cm。面積 8.08ぱ床面ロームの堅い床面。壁周溝ほほ全周する。柱穴 P 1北西側、

長径27cm、短径22cm、深さ 12cmの楕円形oP 2南西隅、長径37c111、短径32cm、深さ16c111のほぼ円形。 P3南東隅、長
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径44cm、短径41cm、深さ77cmのほぼ円形。貯蔵穴検出されず。カマド検出されず。遺物総数89点。土師器小型査・

杯・小型警などNo.l~3 を掲載した。

H -16号住居跡 〔第 3・4図、図版 1J 

位置 1・J-10・11グリッド形状(正方形)重複 H-1・周溝状 3と重複しH-1に掘り込まれている。長軸方向

(N -5ZO-W)規模長軸(3.87)m、短軸(3.15)m、深さ 19~35cm。面積 (11.52) ぱ床面ロームの堅い床面。壁周溝検

出されず。柱穴 P1北西隅、長径34cm、短径32cm、深さ24cmのほぼ円形。 P2南壁寄り、長径32cm、短径24cm、深さ

27cmの楕円形。貯蔵穴検出されず。カマド不明。遺物総数19点。土師器輩、坪片など出土した。

2.周溝状遺構

1号周溝状遺構 〔第 3・9図、図版 4J 

位置 E.F-7・8グリッド形状半円形で北側の約半分は調査区外。規模台部:長軸[3.50Jm、短軸[1.85J m。全

体:長径[4.60J m、短径[2.45Jmo 長軸方向 N-80
0

- E 検出値最大幅の所で測る。周溝緩やかなU字形を呈する。

上幅45~66cm、下幅24~43cm、深さ 18~30cm(壁断面では上幅72~104cm、下幅22~40cm、深さ 39~45cm)。残存状況南

側約半分検出、北側は調査区外。時期土師器片など20点が出土したが特定できる遺物はなく、土層断面では基本土層

の凹層よりの掘り込みが見られることで平安時代以前と思われる。

2号周溝状遺構 〔第 3・9図、図版 4J 

位置 1-9， J-8・9・10、K-9・10グリッド形状 U字形で北東側で切れている。規模台部:長軸4.60m、短軸

4.40m。全体:長軸5.70m、短軸5.30m。周溝緩やかなU字形を呈する。上幅42~60cm、下幅18~40cm、深さ 22~37

cm。残存状況北東方向は周溝が検出されず¥他は楕円形に周溝が巡る。時期縄文土器・土師・須恵器片など51点が出

土したが特定できる遺物はなかった。

3号周溝状遺構 〔第 3・4図、図版 1J 

位置 1• J -10・11グリッド。形状部分的に 3ケ所検出した。重複 H-1・16と重複し、北側の部分は、 H-1に壊さ

れている状況が断面に見られ、他の 2ケ所ではH-16に壊されている状況が見られる。長軸方向不明。周溝検出範囲

で緩やかなU字形。上幅30~60cm、下幅20~38cm、深さ 6 ~31cm。残存状況 H-1 ・ 16 と重複し、部分的に 3 ケ所検出

した。全体は不明である。時期縄文・土師器片が 3点出土したが特定できる遺物はなく、 H-1・16に切られているこ

とで、少なくとも平安時代以前と思われる。

3.土 坑〔第3図、図版 4J 

調査区の北側F-7グリッド、中央K-8グリッド、西壁寄り中央L-5グリッド、南側Q-5グリッド付近にまとまっ

て14基検出した。形状は楕円形・隅丸方形である。楕円形のものは覆土や底に炭化物が、壁面に焼土跡が残るものが多

くあった。遺物は、覆土より縄文土器片や土師・須恵器片など少量出土している。隅丸方形のものは、 D-4・10があり

他より規模が大きく底より土師器聾。坪など 6世紀後半代の遺物の出土があった。用途については、楕円形と隅丸方形

とは形状や規模の異なる点や出土遺物等に違いが見られるが、共通する点は覆土に炭化物が含入っている点があげら

れる。また、遺物や形状からは時期的な差が見られるがほぼ墓塘的な状況が考えられる。土坑全体からは、縄文土器@

土師・須恵器等、総数215点出土した。(各土坑の計測値は一表に記載し報告する)
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第 2表土坑一覧表

単位cm:( )は推定{障を示す

No 
遺構位置 形状・規模

備 考
(グリッド) 長径 短径 深さ 形状

No. 
遺構位置 形状・規模

備 考
(グリッド) 長径 短径 深さ 形状

D-l F-7 162 135 60 楕円形 D 日 P-5 182 105 32 楕円形 縄文 2・土師 2点

D-2 E. F-5・6 192 140 67 楕円形 土師 2点 D-I0 M-4・5 226 212 53 隅丸方形 縄文・土師・須恵31点

D-3 F.G-5 178 152 70 楕円形 縄文 1・土師 3点 D-11 L-4・5 138 97 64 楕円形 縄文 5・土師 7点

D-4 L.M-5・6 250 210 47 隅丸方形 縄文・土師・須恵130点 D-12 Q.R-4 101 92 20 ほぼ円形 須恵、 3・土師 2点

D-5 J .K-7 175 116 32 楕円形 縄文 1点 D-13 Q.R-4 87 72 19 楕円形 縄文 8点

D-6 K-8 200 132 44 楕円形 縄文 3点

D-7 J-8 153 97 25 楕円形 縄文 6点
D-14 1 • J -7 (142) 49 楕円形

H-3号と重複、縄文・

土師・須恵 9点
」一一」ー

D-8 P-6 141 95 30 楕円形

4. ピット 〔第 3図、図版 4J 

調査区の北西側H-4グリッド、北東側G-IOグリッド、南東側P-8グリッド付近に検出した。位置的には住居跡と

近接している。全体に掘り込みの浅いものが多く形状は円・楕円形であった。また、規則性や配置の点から掘立柱建物

跡を組める可能性についても考えたが、組める状況のものはなかった。時期については特定できる遺物はなく、覆土

や形状などから推測して中近世頃と考えたい。遺物は、ピット全体で縄文土器・土師・須恵器など総数 5点出土した。

(各ピットの計測値はー表に記載し報告する)

第 3表 ピット一覧表

単位cm:( )は推定値を示す

遺構位置 形状・規模
備 長一JNo. 

(グリッド) 長径 短径 深き 形状

遺構位置 形状・規模
備 幸一JNo 

(グリッド) 長径 短径 形状深さ

P-l F-l 28 27 18 円形 土師片 1点 P-30 G-9 20 16 25 楕円形

P-2 F-l 33 28 20 楕円形 土師片 2点 P-31 G-9 20 20 17 円形

P-3 G-l 28 26 17 円形 P-32 G-9 32 22 30 楕円形

P-4 F-2 34 32 27 円形 P-33 G-9・10 33 33 28 円形

P-5 F-2 31 28 20 楕円形 P-34 G-I0 22 21 21 円形

P-6 G-3 38 32 13 楕円形 P-35 G-I0 25 22 24 円形

P-7 F-3 (38) 34 20 (楕円形) P-8と重複 P-36 G-I0 34 27 21 楕円形

P-8 F-3 (34) 24 16 (楕円形) P-7と重複 P-37 日一11 (44) 30 23 橋円Jf:予 P-38と重複

P-9 F.G-3 34 28 27 楕円形 P-38 日 11 (46) 44 22 楕円形 P→ 37と重複

P-I0 F-4 33 31 18 円形 P-11と重複 P-39 日 11 26 22 18 楕円形

P-11 F -4・5 28 28 37 円形 P-I0と重複 P-40 H-11 42 40 24 円形

P-12 G-5 30 29 23 円形 P-41 日 3・4 35 32 28 円形

P-13 G-4 32 26 36 楕円形 P -42 F-.3・4 31 30 28 円形

P-14 G-4 32 29 31 円形 P-43 G-3 28 24 26 楕円形

P-15 G-4 32 30 47 円形 P-44 H-3 32 27 34 楕円形

P-16 G-4 40 36 31 円形 P-45 日 3 36 32 28 円形

P-17 G-4 30 27 31 円形 P-46 1 -3 36 28 29 楕円形

P-18 H-3 41 37 35 楕円形 P-47 1 -3 24 24 18 円形

P-19 H-3 40 36 52 楕円形 P-48 N-8 76 50 52 不整形

P-20 H-3 45 42 34 円形 P-49 N-8 60 52 58 ほぼ円形

P -21 H-3・4 42 39 40 円形 P-50 P-8 62 54 32 ほぼ円形

P-22 H-4 35 35 25 円形 P-51 P-8 73 49 43 楕円形

P-23 1 -4 34 29 24 楕円形 P-52 P-7 41 33 38 楕円形

P-24 E-9 36 29 33 楕円形 P-53 P-7 42 37 40 楕円形

P-25 F-9・10 33 28 35 円形 P-54 P-7 60 44 24 楕円形

P-26 F-9・10 40 34 34 円形 P-55 0・P-6・7 42 42 34 不整形

P-27 E. F-11 36 35 33 円形 P-56 P-6 34 27 28 楕円形

P-28 F-11 36 32 19 楕円形 P-57 N-6 49 48 50 円形

P-29 G-10 32 25 29 楕円形 縄文 1・須恵 1点

5.溝 跡〔第 3・9園、図版 4J

W-l号溝

位置 G-ll~N-2 グリッド、途中 J-6 ・ 7 グリッド内で一部途切れる。(東側)規模上幅50~82cm、下幅36~65
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cm、長さ22m、深さ 6~23cm。形状断面緩やかなU字形。底の標高 E226.03m、 W226.46m。底の高低差はW→E

方向に傾斜する。方向 N-60'-E (西側)規模上幅48~100cm、下幅28~75cm、長さ 20.9m、深さ1O~32cm。形状断

面緩やかなU字形。底の標高 E226.43m、W226.35m。底の高低差はE→W方向に傾斜する。方向 N-50'-E 全長

方向 N-50'~60'-Eの範囲にある。重複 W-2がL-5グリッド内でW-1の南壁を掘り込んでいる。備考 W-1は

東西方向に位置し、中央付近は J-6・7グリッド内で途切れている。方向や規模、覆土などから同じ溝と思われる。ま

た高低差は、中央から東・西側方向に低くなっている。遺物流れ込みと思われる縄文土器片が総数50点出土している。

時期中近世と思われる。

w-2号溝

位置 L-5~O-6 グリッド方向 N-18'-W 形状断面緩やかなU字形。規模上幅48~65cm、下幅34~51cm、深さ

12~20cm。底の標高 N226.39m、 S226.17m。底の高低差はN→ S 方向に傾斜する。備考 W-1 と重複し南側でH

-11号を掘り込んでいる。遺物出土していない。時期規模や覆土、重複状況から中近世頃と思われる。

VI まとめ

松井田工業団地II遺跡は、碓氷川の右岸の段丘上に位置し、西に松井田工業団地遺跡のE調査区と北に人見北原遺

跡に隣接した遺跡で、関連性が考えられ集落範囲に含まれる位置にある。調査では、住居跡16軒と周溝状遺構3墓、

土坑14基、ピット 57基、溝 2条など古墳時代、平安時代から中近世までの遺構と縄文土器・土師・須恵器等の遺物が総

数で4，506点検出されており、隣接遺跡との関連牲と広がりが見られる。

以下、当遺跡における住居形態と遺物について若干の所見を記してまとめとする。(住居跡は一部推定を含む。遺物

は、床着と覆土出土を含めて推定時期を記した。 H-2・8・10号住居は、形態が不明のため除いた。)

住居跡は16軒検出し、これらのうちで平面形態が一部推定を含めて計測が可能な住居跡13軒についてのべる。

住居跡は基本的に大型正方形、中型正方形、小型正方形、中型縦長の隅丸長方形、小型縦長の隅丸長方形、小型横長

の隅丸長方形に分類した。

大型正方形

H-3 号住居跡で、規模は一辺が7.36~7.76mで、面積は53.05m'を測る。掘り込みは深く柱穴は規則的に配置され壁

周溝も巡っている。長軸方向はN-9 '-Wを示す。

カマドは、北壁側の中央やや東寄りに位置し、主軸方向がN-42'-Eで、北壁に対して北東方向に作られている。ま

た、住居内にある右袖は粘土を含むにぶい黄掲色土で作られ、焚口は北壁に対して南西方向からであった。

遺物は、土師器・須恵器の坪で、体部が浅く体部と口縁部の境に綾を有し、口縁が外傾して短く立ち上がる器形など

6世紀後半代のものが出土している。

中型正方形

日 11 ・ 13 ・ 16号住居跡で、掘り込みは深いものと浅いものがある。規模は一辺が3.6~4.1m前後で平均面積は12.86

dを測る。柱穴は小数検出されたが規則性はない。長軸方向はN-58'~78'-Eの範囲を示す。

カマドは、東壁・北壁に位置し、ローム土を掘り込んで、作られている。重複やカクランを伴うため残りがよくなく、

検出されないものもあった。主軸方向はN-1T-W~N -60'-Eの範囲をしめす。

遺物は、土師器長胴窒で口縁「く jの字状に外反し、胴部へラ削りや、小型聾で、口縁短く「く jの字状で胴部は丸味を

持つへラ削りのものなど 7世紀中葉~後半代と考えられるものが出土している。 H-16号は実測出来る物はなかった。
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小型正方形

H~ 5 ・ 7 号住居跡で、掘り込みが浅いものと日一15号住居跡で深いものとがある。規模は一辺2.8~3.0m前後で、平

均面積は8.14m2を測る。柱穴はH~15号を除き検出されていない。長軸方向はH~ 5 ・ 7 号でN~20~60~E の範囲を示

し、日~15号でN~8r~wを示す。

カマドは、東壁中央やや南寄りに位置し、主軸方向がN~740~750~Wの範囲を示し、ローム土を掘り込んで、いる。 H

5 ・ 7 号では構築材に自然石を使用していた。また、 H~15号はカマドが検出されなかった。

遺物は、土師器「コjの字状口縁の窒や須恵器ロクロ成形、底部糸切りの坪片や高台付き端、灰柚陶器椀、万子な

ど 9 世紀中葉~10世紀前半と考えられるものが出土している。 H~15号は、土師器坪e警など 6 世紀後半代のものが出

土している。

中型縦長の隅丸長方形

H~14号住居跡で、掘り込みは比較的深い。規模は一辺が3.34~4.02mで、面積は 12.49m'を測る。柱穴は四隅に検出

した。長軸方向はN~690~Wを示す。

カマドは、東壁中央やや南寄りに位置し、ローム土を掘り込んで、いる。主軸方向はN~630~Wを示す。

遺物は、土師器聾で口縁が「コj字状に近く頚部下に膨らみを持ち、胴部下半で尻すぼみする器形で 9世紀中葉と

考えられるものが出土している。

小型縦長の隅丸長方形

H~ 6 号住居跡で\規模は一辺2.51~3.20mで面積は7.76rn'を測り、掘り込みは比較的深い。長軸方向は N~ 3 O~ Eを

示す。

カマドは、北壁の中央付近に H~ 5号と重複し残りはよくない。

遺物は、須恵器坪でやや器肉が厚く、体部は丸味を持ち、底部糸切り未調整のものなど、 9世紀前半~中葉と考え

られるものが出土している。

小型横長の隅丸長方形

H~ 1 ・ 4.9 ・ 12号住居跡て\規模は一辺2.5~3.5m前後で、面積は平均で8.37m2を測る。掘り込みは比較的浅い。

柱穴は H~ 4 ・ 9 ・ 12号に 1~5 基の検出があったが規則性に欠けている。長軸方向はN~40o~W~N ~ 9 O~ Eの範囲を

示す。

カマドは、東壁中央やや東寄りに位置し、ローム土を掘り込んでいる。 日 9・12号カマドには構築材に自然石を使

用していた。主軸方向はN~87~980~Eの範囲を示す。

遺物は、須恵器高台イ寸坊で小さめな底部から体部直線的に口縁に至るものや、灰柚陶器高台付皿で器肉が薄く器高

の低い、高台断面三角形など、 10世紀代と考えられるものが多く出土している。

日~3 号を除き、各中・ /J\型では規模にあまり差が見られない。また、カマドの方向については、大@中型の正方形や

中・小型の縦長隅丸長方形では北向きや東向きがあるのに対して、小型の正方形や横長の隅丸長方形は、東向きのもの

がほとんどであった。柱穴は大型正方形のH~ 3号では規則性が見られたが、他の住居では検出されないものもあり規

則性は見られない。

本遺跡の住居跡は、大型から小型へと変わって行く状況に合わせて、掘り込みもだんだん浅くなる傾向がある。カ

マドの方向は北から東向きへと変わり、位置は中央から右側へと少しずつ移動していることがわかる。また、重複住

居も検出された。その状況を見ると、 9世紀代と10世紀代の住居跡が多く、住居も小型になり、ほぽ同じ規模の作り
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替えが見られる。また、 6 世紀~7 世紀代と 10世紀代では規模の違いや掘り込みの深さなどに差があることがわかる。

周辺集落との関係では、本遺跡の西側にある松井田工業団地遺跡と北側の人見北原遺跡の検出住居跡が、古墳時代、

奈良・平安時代であることから、本遺跡も 6 世紀後半~10世紀代に位置すると考えられることで、一連の大集落であっ

たことが窺える。

生産域については、松井田工業団地遺跡A区で平安時代の As-B水田が検出されており、本遺跡の東に位置する安中

市域の田中田。久保田遺跡でも同時代の水田跡が、広範囲にわたって存在していることが確認されている。松井田工業

団地遺跡付近を東流する柳瀬川沿いの低湿地において、水田耕作が営まれていたことが考えられる。

本遺跡を含めた隣接遺跡は、同じ台地上に存在し立地状況も同じであることで、各時代ごとに集落が形成され10世

紀代まで続いていたことが窺える。

縄文土器包含層について

本遺跡では、縄文時代の遺構とされるものは検出されていないが土師器使用住居跡の確認面で縄文土器の散布が見

られ、全体で2，133点が出土した。とくに調査区の 1-3， JK-2、K-7・8、L-8，Q-4グリッド付近に集中し、そ

の範囲はサブトレンチにより基本土層の第III層で厚さは確認面から 13~29cmまでの聞の断面に出土状況が見られる。

遺物は、破片での出土がほとんどで、同一個体片で接合できたものは少数あった。その中で土器を観察した結果そ

の所属時期を前期、中期、後期に大きく分けることが出来た。

前期では、諸磯式土器片が10点出土している。中期では、加曾利E式土器片がほとんどで2，102点と多く出土してい

る。後期では、称名寺@堀之内式土器片などが21点出土している。

個別の器形では深鉢片が多く出土している。また、曾利式土器の影響を受けていると思われる深鉢で 13グ 1など

も見られた。さらに、出土した土器の底部を集めて底径(推定底径を含む)を調べた結果、 4~10.8cmまでのものがあ

り、その中で底径が5.5~10cmまでのものが 1 3グリッド内に多く出土している。

付近では安中市域の西裏・西新井遺跡で縄文中期後半の住居跡が l軒検出されている。また、青森県三内丸山遺跡に

見る遺物包含層では長期間にわたって、集落が営まれ続けたその時間の圧倒的長さを具体的に示したものに、中期か

ら始まった盛り土遺構がある。谷と斜面に形成され、竪穴住居や掘立柱建物などの構築の際に出る残土や排土、土器、

石器、生活廃棄物などを特定の場所に連続して廃棄した結果、積み上げられたものに廃棄ブロックとなって見られる

例がある。註1)

本遺跡に見られる土器散布状況は、基本土層の凹層までであることや、縄文時代の遺構が検出されないことなどか

ら推測して、付近には縄文時代の集落がある可能性も考えられ、自然災害等により土器が運ばれたことも考えられる。
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『新寺地区遺跡群西裏・西新井遺跡諏訪辺遺跡j 1991年群馬県安中市教育委員会
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註 1)盛り土にみる三内丸山人の執念



第4表 出土遺物観察表(古墳時代以降)

法量は①口径②底径③高台径④胴部最大径⑤器高⑥長さ(I)llliii③穿孔径③重さを Eで表す。

出土位置 台帳番号 器形 法量 ①胎土②焼成③色a残存 器形の特徴、成・整形方法
Na 

日 1~ 1 
H~ 1カNoJO 須恵 ①[22 oJ ①中粒(石英粒含む)②良好(還 鍔は断面ニ角形で水平に突出。口縁・胴部内外

-一括 羽釜 ⑤(9.0) 元)③10YR6/1褐灰④口~鍔下 面横撫で。面の調整は粗雑。ロクロ成形。

H~ 1一括・カ 土師
①[19.0J ①中粒②良好(酸化) 口縁はゆるい「コJの字状を呈し、屑部は張りが

H ~ 1 ~ 2 
一括 斐

⑤(9.5) @2.5YR6/6燈 ない。口縁内外面横撫で。胴部外面へラ削り。

@口~胴部片 内面へラ撫で。

H~1-3 H~l 一括 土鍾
⑥4.4⑦1ι ①1田粒②良好(酸化)③5YR5/4 中央の膨らむ管状土鍾。

③0.4⑨8.20 にぶい赤褐④ほほ完形

①[11. 6J ①細粒(石英粒含む) 杯部は大きく開き浅形。脚部は短く裾まわりは

日 3~ 1 H~ 3 NO.5 
土師 ②7.0 ②良好(酸化) 小さく水平状に関心杯部外面口縁横撫で、へ

高杯 ⑤7.3 @5YR6/6権 ラ削り。脚部ヘラ削り、指押え痕が残る、内面

④3/5 横撫で、指押え痕。裾部横撫で。

H~ 3 ~ 2 
H ~ 3 No 2・ 須恵 ①11.0 ①細粒②良好(還冗) 体・底部は丸味をもち口縁部との境に稜あり、

3 .一括 杯 ⑤3.5 @7.5Y7/1灰白@4/5 口縁部は内傾。ロク口成形。底部へラ調整。

須恵
①[13.2J ①細粒②良好(還元) 体・口縁部との境に稜があり，口縁は外傾する。

日 3~3 H ~ 3 NoJ9 
杯

⑤4.0 ③にぶい黄澄 口辺部上方に成形時の段差あるロクロ成形。底

④3/5 部外面へラ削り痕。

土師
①[12 8J ①中粒②良好(酸化) 体部は底部から丸味をもち内湾気味に口縁に至

H -3 -4 日 3一括 ⑤4.6 ③10YR8/4浅黄燈④1/2 る。厚手で調整雑な浅形杯。外面口縁横撫で。
杯

体-底部へラ削り、撫で。内面撫で。

①13.0 ①中粒(白色粒あり)②良好(酸 体・底部との境に稜をもち、口縁直立的。口縁

日 3~5 H~ 3 括
土師

⑤5.6 化)③10YR7/4にぶい黄燈 内外面横撫で。体・底部外商へラ削り、内面へ
杯

④1/3 ラ撫で。底部丸底。

①[12 4J ①細粒 体・底部との境に稜をもち、口縁は外傾して立

H~3~6 日 3一括
土師 ⑤4.2 ②良好(酸化) ち上がり中央に成形持の段差が見られる。口縁
向t ③10YR8/3浅黄燈 内外面横撫で。体・底部外面へラ削り、撫で。

④1/3 内面撫で。丸底、やや浅形。

日一 3~7 H~ 3一括
須恵 ①[14 8J ①中粒(石英粒含む)②良好(還 底部から口縁に向い水平気味に開き口唇音l'で外

高台付皿 ③7.0@3.0 元)③N5/0灰④3/5 反する。ロクロ成形。底部回転糸切後付高台。

H~ 4 No.1・ 須恵 ①[14.0J ①細粒②良好(還元) 体部は直線的に外傾し口縁は短く外反する。ロ
H~4~1 

2 .一括 高台付椀 @7.0⑤4.5 ③10YR8/2灰白④4/5 クロ成形。底部右回転糸切後、付高台。

須恵
①17.2 ①中粒 体部は直線的に外傾し口縁に至る。ロクロ成形。

H ~ 4 ~ 2 H ~ 4 No.11 
高台付域

③7.5 ②良好(還元)③灰白 底部回転糸切後付高台の大型椀。

⑤6.9 ④ほぽ完形9/10

須恵
③[6 5J ①中粒②良好(還元) 体部は丸日未をもっ。ロクロ成形。局台は貼付明

H~ 4 ~ 3 日 4カ No2 
高台付域

⑤(3 6) ③5Y8/1灰白③底部~体部一部 瞭。

残

日一 5~1 H~5 No.1 万子
⑥(10.7) ④万身部1/2残 万身部?断面逆ニ角形。

⑨17.47 

H~ 5 ~ 2 H ~ 5一括
須恵 ①[14.0J ①細粒②良好(還冗) 体部やや内湾気味に外傾し、口縁部でゆるく外

均二 ②(7.0)⑤3.4 ③10YR7/1灰白④口縁~底部片 反する。ロクロ成形。底部回転糸切。

H ~ 6 ~ 1 
H~ 6:1tカ 須恵 ①12.7②6.6 ①細粒(様混入)②良好(還元) 体部はやや丸味をもち、口縁て短〈外反。ロク

No.1 杯、 ⑤3.5 @2.5Y6/1黄灰④4/5 ロ成形。平底。右回転糸切り未調整。

須恵
①[13 9J ①細粒②良好(還瓦) 体部はやや丸味をもち外傾し口縁に至る。口縁

H ~ 7 ~ 1 H~7 No.1 
高台付椀

③6.0 @7.5Y7/1灰白 部やや外反する。口クロ成形。底部回転糸切後

⑤5.4 ④3/5 付高台。やや小さい。

須恵
①12.5 ①中粒(砂際混入)②良好(還克) 体部は丸味をもち外傾し口縁で短く外反する。

H~ 7 ~ 2 H ~ 7カ No.3 
高台付域

@6.4 ③5Y6/1灰④完形 器はやや厚手で粗雑。底部やや高い付高台。ロ

⑤5.4 クロ成形。

H~7 No.3・ 灰粕陶器
③7.4 CI細粒②良好(還冗) 体部はやや丸味をもって大きく開き口縁に向か

H ~ 7 ~ 3 
一括 高台付椀

⑤(3.5) ③10Y7/1灰白 う。口縁部欠損。ロクロ成形。内外面に施柚痕

④1/2 残る。器厚は薄手。底部へラ調整、付高台。

土師
①19.8 ①中粒 口縁は「コ」の字形で屑部から膨らみ胴上半で最

日一 7~4 日 7カ No2 
斐

④22.0 ②良好(酸化) 大径をもっ。口縁内外面横撫で。頚部外面に指

⑤(17.5) ③にぶい赤禍④2/5 押え痕。胴部外面へラ削り整形。器厚は薄手。

①[35 2J ①細粒 口縁は外反し下部に隆線が周り、その下の頚部

H ~ 8 ~ 1 
H~8 No.1 須恵 @[69.0J ②良好(還元) は沈線により 2段区画、区画内に 5~6 条の波
~3 ・一括 大斐 ⑤(8.8)口~頚 ③ N7/0灰白 状文をつける。胴仁部にも波状文を配す。外面

(39.0)胴~底 ④口~頚部・胴~底部 格子状叩き、内面弧状のあて目。

H~ 9 ~ 1 H~ 9 No8 
灰袖陶器 ①13.5 ①細粒②良好(還冗)③2.5Y7/1 底部から大きく開き、口縁部はやや丸味をもち

高台付皿 ③6.7⑤3.1 灰白④ほぽ完形 外反する。ロクロ成形。内外面に施稿。

①14.8 ①粗粒(石英・白色粒) 口縁部は短〈直立気味に外反、「く」の字状。胴

H~11~l H~11 カ No.1
土師 ④15.3 ②良好(酸化) 部は丸味をもって底部に至る。底部欠損。ロ縁

小型婆 ⑤(14.3) ③2.5YR6/1樟 部内外面横撫で。胴部外面斜めヘラ削り、撫で。

③4/5 内面へラあて痕、撫で。器商荒れている。

H~11 土師
①22.1 ①粗粒②良好(酸化) 口縁部は「く jの字状に外反する。口縁部内外面

H~11-2 
カ No2・3 長胴護つ

⑤(10.3) ③5YR5/6明赤褐 横撫で。胴部内面横撫で、ヘラあて痕あり。外

④1/4 面へラ削り。石英粗粒のため荒れている。

H ~ 12~ 1 
日一12No 2 須恵 ①[16.2J ①細粒②良好(還冗) 体部は直線的に外傾して口縁に至り、口縁部や

カ括 高台付域 @7.5⑤7.2 ③10YR8/2灰白④3/5 や外反気味。ロクロ成形。底部糸切り後付高台

H -13-1 日 13カ No2 
土師 ①(21. 0) ①粗粒(石英・白色粒)②良好(酸 口縁「く」の字状に外反、内外国横撫で。外面縦

斐 ⑤(8.0) 化)③5YR5/6明赤褐④口縁片 ヘラ削り、内面撫で。器面荒れている。

12 
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法量は①口径②底径③高台径④胴部最大径⑤器高⑥長さ⑦幅⑧穿孔径⑨重さを Eで表す。

出土位置 台帳番号 器形 法量 ①胎土②焼成~色④残存No. 

(1)20.8 ①中粒(石英粒含)

H -14-1 
H-14 No.6 土師 @26.1 ②良好(酸化)

一括 婆 ⑤(25.1) ③2.5YR5/6明赤褐

④1/3 

①10.8 ①中粒

H -15-1 日一15No.l 
土師 @8.9 ②良好(酸化)

小型壷 ③5YR7/8櫨

④完形

日 15No. 3・ 土師
①14.0 ①細粒②良好(酸化)

H -15-2 
4 .一括 杯

⑤4.5 ③7.5YR7/4にぶい燈

④3/4 

①[12.8J ①中粒

H -15-3 }!-15 No.6 
土師 ②6.2 ②良好(酸化)

小型斐 ⑤12.7 ③10YR6/3にぶい黄燈

④3/5 

D-3 -1 D3一括 ミニチュア
①[7 oJ②5.0 任細粒②良好(酸化)

@4.5 ③10YR8/4浅黄燈④2/3

①21.7 ①中粒(石英・砂粒混)

土師
④25.8 ②良好(酸化)

D-4 -1 D 4 No.l 
斐

⑤31.1 ③7. 5YR6/4にぶい燈

G:完形

土師
(1)21.4 ①粗粒(石英粗粒混)

D-4 -2 D 4 No. 2 
長胴蓬

⑤(29.7) ②不良(酸化)

③2.5YR5/4にぶい赤褐@2/3

土師
①[12 oJ a:細粒②良好(酸化)

D-10-l Dl0 NO.2・3 @4.8 @5YR6/6燈
杯

④口~底部 1/3以上残

須恵
①13.2⑤3.7 ①細粒②良好(還冗)Q:外面白

M9グ 1 M9グ
蓋

摘み径2.0 然粕(砂粒焼付)10YR5/1褐灰

かえり径10.2 内面 5YR6/1褐灰④完形

M9ク。 2 M9グ ミニチュア
①6.1②4.7 任細粒②良好(酸化)

⑤3.7 ③10YR7/3にぷい黄樟@完形

(1)6.0②3.7 ①細粒②良好(酸化)

M9グ 3 M9グ ミニチュア ⑤3.5 ③10YR7/3にぶい黄燈

④ほぽ完形

①5.7@4.0 G細粒②良好(酸化)

M9グ 4 M9グ ミニチュア ⑤3.4 @ぅYR6/6憧④4/5

①[8.0J ①細粒(白色粒)②良好(酸化)

M9グ 5 M9ク守 ミニチュア ②4.3 ③10YR7/3にぷい黄燈

⑤4.6 ④4/5 

②4.1 ci細粒②良好(酸化)

M9グ 6 1VI9グ ミニチュア ⑤(5.4) ③10YR7/3にぶい黄澄

@2/3 

b任王11-2 全体括 土錘
⑥(5.0)⑦1.4 a:微砂②良好(酸化)

@0.3⑨8.67 @2.5YR5/6明赤褐④ほぽ完形

注) 出土遺物観察表の記載は以下の基準で行った。

①胎土は、細粒(0.9mm以下)、中粒(1.O~ 1. 9mm)、粗粒(2.0mm以上)とした0

c?焼成は、極良、良好、不良の 3段階。

③法量の単位は cm、( )は現存値、[ J復元値で、記載した.

④遺構の略称は、住居跡目、カマド カ、土坑 D、グリッド グで表した。

器形の特徴、成・整形方法

口縁はやや「コ」の字形を呈し、口唇は厚目で外

反気味。頚部下は膨らみをもち胴部下半から民

すぼみ状。底部欠損。口縁部内外面横撫で。胴

部外面へラ削り整形、内面にハケ目整形痕。

口縁から頚部は内傾し体から底部は半球形の丸

底形。頚部中央やや上部に整形段差あり。頚部

下に稜をもっ。外商口縁部横撫で。体部から底

部外面へラ削り、内面撫で。

体・底部との境に稜をもっo 外面白縁横撫で。

口縁部に成形時の段差が見られる。底部丸底、

ヘラ削り。内面荒れている。

口縁は浅い「コ」の字形を呈し口唇は外反する。

頚部下で最大径をもち底部に向い尻すぼみとな

る。底部平底気味。口縁内外面横撫で。胴部縦

方向のへラ削り、内面へラ撫で。器面剥がれ痕

体部は内湾気味に口縁に至る。内面にへフ押さ

え痕。内外面へラ撫で調整。平底撫で。

口縁はゆるやかに外反し屑部の張り小さく胸部

上半部に最大径をもち底部に向かいゆるやかに

膨らむ丸底斐。口縁内外商横撫で。胸部外面縦、

斜め方向へラ削り、内面横撫で。器外面へラ撫

で時の砂様粒のずれ痕が多数ある。

口縁部「く jの字状。内外面横撫で。胴部外面縦

方向へラ削り、内面横撫で。器外面石英粗粒が

出て器面は荒れている。底部欠損。

口縁部はやや外反するが直立気味。口縁部内外

横撫で。底部外面へラ削り調整。器内面剥がれ

落ち荒れる。丸底。

天井部はゆるやかに丸味をもって口縁に向いか

えりは口縁の内側に入って付く。つまみは宝珠

状を呈す。器面に砂粒が焼き付き自然秘かかる

体部直線状にやや外傾し口縁に至る。内面指撫

で、指押さえ。外面撫で。底部へラ削り。平底

体部は丸味をもち口縁に至る。内面指撫で調整

痕。外商撫で。平底。

体部は直線的に外傾し口縁に至る。厚手で内外

面撫で。底部外面撫で、内面指撫で。平底。

体部は丸味をもって立ち上り口縁に至る。内面

ヘラ調整痕。外面指撫で調整、指押え、荒れて

凸凹。粗雑。平底。

休部直線的に外傾し上半で丸味をもち口縁に至

る。内外面指撫で。底部へラ削り、撫で。平底。

中央の膨らむ管状土錘。

観察表の出土位置 Noは各遺構ごとの番号で報告書の付番、台帳番号は調査時の付番を表す。

第5表石器観察表

出土位置 台帳番号 器種 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ (g) 石材 備 考

I 3グー17 I 3グ、NO.2 打製石斧 (9.2) 5.2 1.9 (88.09) 頁 岩 短冊形石斧

I 3グ 18 I 3グ一括 打製石斧 11.1 5.0 2.4 77.33 頁 岩 短冊形石斧

I 3クゃ 19 I 3グ一括 打製石斧 9.4 4.3 1.5 182.00 黒色頁岩 短冊形石斧

備考

覆土

胴下半煤付着

ほぽ床着

底部煤付着

ほぼ床着

外面煤付着

ほほ床着

外面煤付着

覆土

手提

ほぽ床着

胴部煤付着

ほぼ床着

胴部外面煤付

着

ほぼ床着

底部煤付着

住居確認面

住居確認面

手控

住居確認面

内外面煤付着

-手控

住居確認、面

外面煤付着

手提

住居確認面

手提

住居確認面

底部煤付着

手提

住居確認面

実測図

12 

12 

12 

J 2グ 2 J 2グ一括 凹 石 21.6 18.9 6.95 3432.00 安山岩 崩平丸形・両面使用 12 

N3グ 1 N3グ一括 石 皿 (25.5) (21.0) (4.9) (3325.00) 緑泥片岩 1/2残 12 

Q4グ 2 Q4グ'No5 石棒? 42.4 11.6 3.6 2420.00 緑泥片岩 板状石 12 

Q4グ 3 Q4グ一括 打製石斧 9.1 4.5 1.4 71.60 頁 岩 短冊形石斧 12 

注) 石器観察表の出土位置はグリッド位置で、報告書の付番を表し、台帳番号は調査時の付番を表す。( )は現存値を表す。

13 

実測図 図版

11 5 

11 5 

11 5 

11 5 

11 6 

11 6 

11 6 

11 6 

11 6 

11 6 

11 6 

11 6 

11 6 

11 6 

11 6 

図版

6 

6 

6 

6 

6 

6 

6 I 
L一一」



第 6表縄文土器観察表

出土位置No 台帳番号 器形 2喜吉守告叡E富遺産さ 器形の特徴・文様構成・要素

D-13-1 
D→ 13No.1. 2 

深鉢
①中粒②良好Q:ちYR7/6掻④胴下半部 胴下半部に沈線 2本を垂下させ磨消帯で区画。地文は縄文 RL。底

13グ2Q4グ ~底部⑤(220)X-X7.2cm 部内面に煤付着。

①中粒 口縁はラッパ状に開き 4単位の突起をもっ。頚部はゆるやかに括

②良好(酸化) れ、胴中央部で膨らみもって底部に向い尻すほみ状となる。底部

1 3グー 1 1 3グ2 深鉢
③5YR5/4にぷし当径 は平底と推定。仁l縁の突起部に正「のjの字 2単位、逆「のjの字 2

④ 9/10 単位の渦巻文を配し楕円区画し、区画内に縦の沈線を充填。胴部

⑤ (31.7) X26.0X一cm は楕円区画文から 2条の沈線を 7単位懸垂させ区画し、区画内を

矢羽状の沈線文で充填する。

①中粒(白色砂粒混) 口縁部は内湾するキャリバー形。口縁部は隆帯による渦巻文で区

1 3グ 2 1 3グ2
大型 ②良好 画し、区画内を縄文 LRを充填する。胴部は口縁部の隆帯から 2本

深鉢 ③10YR8/4浅黄燈 の沈線を懸垂させ磨消帯を区分するが、 I本の沈線は区画内の縄

④ 2/5⑤ (32.5) x46.5X-cm 文充填帯の中を波状に垂下させる。

1 3グー 3 1 3グ2
小型 ①中粒②良好③7.5YR7/4にぶい燈 胴部の磨i自帯に 2本の沈線を懸垂させ区画する。縄文(RL)帯には

深鉢 ④胴部~底の1/4⑤ (14.4)x-x5.6cm 波状i土線をIJ同下部まで施文。

大型
①中粒(白色砂粒混)②良好 キャリバー形。口縁はやや波状を呈す。口縁部は隆帯横位5字文。

1 3グ 4 1 3グ2 ③10YR7/4にぶい黄櫨 胴部はU字・逆U字の沈線、波状沈線、沈線垂下文を配す。縄文
深鉢

④ 4/5⑤61.0X [45.0] xI0.8cm RLを充填。

大型
①中粒(砂粒混入多)②良好 キャリバー形。口縁部は隆帯による楕円区画文と渦巻文を配す。

1 3グ 5 1 3グ2
深鉢

③10YR7/4にぶい黄燈 縄文磨消帯に微隆帯状 2本を懸垂させる。朱着色あり。煤付着。

③ 1/3⑤39.7 X 48.4 X --cm (推定口径を出して復元し実測した)

大型
①中粒②良好 口縁部は内湾するキャリバー形。口縁部は隆帯による渦巻文を横

1 3グ 6 1 3グ
深鉢

③5YR6/4にぶい憧 位に連結させる。胴部は 2本の沈線を垂下きせ磨消帯を作り区画

④ 2/5⑤ (21.5) X40.0x-cm する。地文は RL。

①中粒(石英粒) 口縁部はゆるく内湾するキャリパ形。口縁部は隆帯による楕円

1 3グ 7 1 3グ2 事匡鉢
②良好 区画を連結させ区画内は縦位沈線充填。胴部は櫛状工具で縦位に

③10YR7/4にぶい黄燈 条線文を施文、縦位磨消帯を配し沈線で区画する。さらに条線施

@破片⑥1.5cm 文の上に沈線文を施す。

①中粒(石英混入)②良好③外面ー 10 口縁部が内湾したキャリパ 状。口縁部に隆帯による弧状区画文

1 3グ 8 1 3グ2 深鉢 YR7/4にぶい黄櫨内面 5YR5/6明 を配し区画内に条線を充填。胴部は沈線を 2本対で垂下させ縦区

赤褐じE 破片⑥1. 2~1. 5cm 分し区分外を櫛状工具による縦位条線文を施文する。

①中粒(白色砂粒混)②良好 キャリーパー形深鉢。口縁部は隆帯により渦巻文を配し、下部に

1 3グ 9 1 3グ2 深鉢 ③10YR7/4にぶい黄燈 太い沈線で楕円区画、縄文 RL充填。胴部は沈線逆U字で磨消帯を

④破片⑥1.2cm 区画し、地文の縄文帯内は波状沈線文を施文する。

1 3グ 10 1 3グ 器台
①中粒②良好@7.5YR7/4にぶい笹 無文の脚部片。円形孔あり。

④破片⑥1.2cm 

①中粒②良好 口縁部は内湾し頚部下にややくびれをもっキャリパー形。口縁部

③7.5YR6/4にぶい燈 に渦巻文の小突起を配す。頚部は円形・楕円形区画を隆帯で連続
1 3グ 11 1 3グ 深鉢

④破片 させ区画内に渦状条線を充填する。胴部は沈線を垂下させ区画し

⑤0.8~0.9 ごm 区画内に条線を円形・波状文を施文。

1 3グ 12 1 3グ 深鉢
①中粒(白色砂粒)②良好③10YR7/3 日縁部は口縁に沿って沈線を巡らせ、頚部から!洞昔日は櫛状工具に

にぶい黄燈③破片@0.7~0.8cm よる縦位波状文を垂下させる。 煤付着。

①中粒②良好 口縁部はゆるやかに内湾し頚部にわずか括れをもち胴部上位直立

1 3グ 13 1 3グ 深鉢 ③10YR7/3にぶい黄燈 状。口縁部直下から器面全体に主として櫛状工具による縦位の条

④破片 @0.8cm 線文を施文。

①中粒②良好 口縁部に隆帯の渦巻文。頚昔日は隆帯により楕円区画文を配し区画

1 3グ 14 1 3グ2 深鉢 ③10YR7/3にぷい黄櫨 内に縦位沈線を充填。胴部は 2本 I対の沈線を懸垂させ区分する。

④破片⑥1.2cm 2本 I対の懸垂文問には矢羽状(V字)沈線を充填。

1 3グ 15 1 3グ 深鉢
①中粒②良好③10YR7/2にぶい黄燈 口縁部は無文。頚部に隆帯による弧状区画文があると推定される。

④破片⑥1.2cm 胸部に沈線による葉脈状文様を施す。内外面煤付着。

①中粒(白色砂粒)②良好 口縁部は隆帯による渦巻文と楕円区画文を配す。楕円区画内は縄

1 3グー16 1 3グ 深鉢 ③10YR8/4浅黄燈 文 RLを充填。胴部は櫛状工具による波状文を施文し、さらに沈線

④破片⑥1.0cm により波状文圃直線文を垂下させる。煤付着。

①中粒(白色砂粒混)②良好 キャリーパー形深鉢。口縁部は隆帯による渦巻文と楕円区画文を
1 3・4グ 1 3・4グ

l 1 3グ2
深鉢 ③10YR7/3にぶい黄燈 配す。胴部は沈線のアーチ状文で磨消帯を区画する。アーチ状区

iI破片⑥1. 0~1.1cm 函内には沈線の波状文を垂下させる。縄文 RL。

①中粒②良好 口縁大きく開き屑に張りをもち口縁に縦位の降線を配し列点を施

J 2グ 1 J 2グ 詰5鉢 ③10YR7/3にぶい黄燈 す。頚・胴部境に横位の沈線を 4条入れ 2本の平行隆線を描き、

@破片@0.6叩 上段隆線上に列点を刻む。胴部は渦巻状沈線を配す。

J 3グ 1 J 3グ 深鉢
①中粒②良好③10YR6/3にぶい黄燈 頚部・胴部とも器商に沈線による円弧文・曲線文を配す。

④破片⑥0.7cm

①中粒②良好 口縁部内湾。胴上半ゆるく括れ、胴下部に向い下半でやや膨らみ

K8グ l K8グ、No3 深鉢
③10YR7/3にぶい黄澄 底部に至る。底部径は小さい。口縁部は隆帯の楕円区画文を配し、

④ 3/5 区内に縄文 RLを充填。胴部は 2本対の沈線文を懸垂させ区分。懸

⑤30.6x [24.0] X7.2cm 垂文問、縄文磨消し。仁l縁・胴下部煤付着。

K8グー 2 K8グ
小型 ①中粒②良好@7.5YR7/4にぶい権④ j土線 2 本を~垂させ胴部を縦区画、区画内に矢羽状の沈線文を充

深鉢 胴~底部 1/2弱⑤(11.7))く X7.0cm 填。

L3グ 1 L 3グ 深鉢
①中粒②良好③10YR6/3にぶい黄燈 口縁部は内j湾する。口縁部は隆帯による渦巻文を配し楕円部に縦

@破片⑥0.9~ 1. 0cm 位条線を充填。頭部下は櫛状区具による縦位条線文施文。

Q4グ 1 Q4グ 深鉢
①中粒(白色砂粒混)②良好③10YR7/ キャリバー形深鉢。胸部に隆線 2本で円形磨消帯を配す。地文は

3にぶい黄燈④破片⑥1.4~1. 5cm 縄文 RL。

lVIK II -1 全体括 深鉢
①中粒②良好③10YR7/3にぷい黄援 櫛状工具による条線文で円・弧・縦・斜めと規則性なく施文。

じE破片⑥1.0cm

注) 出土土器観察表の記載は以下の基準で行った。

①胎土は、細粒(0.9mm以下)、中粒(1.O~ 1. 9mm)、粗粒(2.0mm以上)とした。

②焼成は、極良、良好、不良の 3段階。

③( )は現存値、[ ]は復元値を表す。

縄文土器観察表の出土位置 Noは各遺構、グリッドごとの番号で報告書の付番、台帳番号は調査時の付番を表す。
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備考 実測悶 図版
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Il-l号住居跡貯蔵穴士層注記 (E E'UJi而)

I 晴褐色土粘性・締まりなし 焼土・炭化物を含む

2 昔褐色!こ粘性・締まりなし 焼土・ローム粒合む

H-1 貯蔵穴

1スョ二E2

H-16弓住居跡 P 1・2 土層注記 (F-F'-G-G'I町面)
1 黒褐色土粘性・締まりややあり 軽石 ローム粒含む

2 旦褐色土 粘性・締まりややあり 1層よりロームを多く含む

I層より軽石・ロ ムを多く合

3号周溝状足立構 土問注記 (H-H'， ]-]'， J-J'断面)

I 黒褐色土粘性・締まりややあり 軽石 ct ] --..... 2 mmを3%とロ ム

粒含むi

Z 黒伺色上粘性・締まりややあり

む

1
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11-1 . 16号住居跡土居注記 (A-A'， B-B'断面j)
I 暗褐色土粘性・締まりあり 舵石 <t1-2酬を 5%とローム粒含む

2 暗褐色土 粘性・締まりあり ]層よりローム粒とアロックを多く含む

3 に.l;い黄褐色士 粘性・締まりあり ロ ムアロックと炭化物を所々含む

]-] -16号住居跡

4 暗褐色土粘性・締まりあり 軽石 <t1-3肌 1を3%含む

5 暗褐色土粘性・締まりあり 軽石、ローム粒を僅かに含む

6 晴褐色土粘性・締まりあり 5層よりもロ ム粒を多く含む

? にぷい黄褐色土 軽石 ct2 -._， 3 Inmを5%とローム粒を多く含む

8 によい黄褐色土 7層よりもロ ム粒を多く含む
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H-15 

]{-2号住居跡 P 1 土層注記 (E-E'U析面)

I 黒褐色土粘性・締まりなし ロームを含む

2 黄褐色土粘性・締まりなし 僅かに I陪含む

3 にぶい黄褐色土粘性・締まりなし ロ ムブロック含む

H-15号住居跡 士間注記 (A-A断面)

1 黒掲色土粘性・締まりあり 軽石粒 <t1-2聞を 2%含む

2 I倍褐色土粘性・締まりあり 軽石粒 <t]..-..._. 2 Illlllを2%とローム粒を僅

かに含む

3 暗褐色土粘性・締まりあり 軽石粒を僅かに含み、ロ ム粒を 2層よ

り多く含む

4 にぶい黄褐色土 中占性・締まりややあり

む(10%以上)

ロ ム粒、 7ロ yクを多く含

~ 

一一C'C_226.50m 

(β 

ω 

3号周溝状遺構平面@断面図H-1・2・15.16号住居跡、第 4図
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H← 1貯蔵穴
226.00m ぺ H-3号住居跡土層注記 (A-A'， B-B'断面)

lご二一士 l' 1 暗褐色土粘性・締まりあり 軽石世 2---3叩を 2%含む

1" 1/1 2 暗褐色土 粘性・締まりあり 軽石 q， 2~5mmを 3% とロームプロック
l2 ノ を僅かに含む
¥ーー- 3 にぷい黄褐色土 粘性・締まりあり 軽石 q， 2~3 聞を 5% とローム粒

を多〈含む

4 にぶい黄褐色土 粘性・締まりややあり 黒渇色プロックを所々に含み、

ロム 粒を10%含む

5 にぶい黄褐色土 粘性・締まりややあり
を含む

6 に-，:い黄褐色土 粘性・締まりややあり

軽石 q， 2~3 酬を 3%含む

日 3号住居跡貯蔵穴土層注記(1 -l'断商)

I にぷい黄褐色土 粘性・締まりややあり 黄色軽石 <t1---3酬を 5%とローム粒と僅かに炭化物含む
2 にぶい黄褐色土粘性・締まりやゃあり ローム粒と軽石 q， 1~2 酬を 3%含む

1m 

H-3 カマF

H-3号住居跡カマド 士層注記 (C-C'、D-D'断面)

I 灰黄褐色土 粘性・締まりなし As-A軽石 o2-"""5mmと小石含む

2 黒褐色土粘性・締まりややあり 軽石 <t1--2mmを 1%含む

3 暗褐色士粘性・締まりあり 軽石粒と焼土1立を含む

4 にぶい黄褐色士 粘性・締まりあり 3層より焼土を多く含む

5 にぶい黄褐色土粘性・締まりあり 焼土・炭化物・灰を含む

1 :40 。

ローム粒を全{本に含み、 3層

ローム粒・アロックを青み、

2m 1 :80 。

H-3号住居跡平面・断面図

。凸

第5図



日 3号住居跡 P 1 土問在記(J-J'断面)
1 暗褐色土粘性・締まりあり 黄色軽石 <t1 ~2mmを 1%含み、ローム粒含む

H 3号住居跡 P2・11 土居正記 (K-]C P-P'断面)

1 にぷい黄褐色土粘性・締まりあり 黄色軽石粒を含み、ロ ムアロックと焼土粒含む

2 暗褐色土粘性・締まりあり 僅かに軽石粒含む

…川河
1

r一恭一川すr一寸
]-]-3号住居跡 P8 土居注記(i¥I]-M'断面)

1 にぶい黄褐色土粘性・締まりややあり 炭化物を多く含む

2 にぶい黄褐色土 1層より炭化物が少ない

H-3 P9 H-3 P10 H-3 P11 H-3 P16 
226.00m 226，OOm 226，00m 226.00m 7N，。:ヂP':3fp・ Qデミ;

H-3号住居跡 1'9・10 土居注記 (N-N'，0-0'断面)
1 にぶい黄褐色土粘性・締まりあり ロームアロックを含む

2 にぶい黄褐色土 粘性・締まりあり 1層よりローム土が多い

H-3号住居跡 Pl6 土層注記 (Q-Q'f析函)

1 にぶい黄褐色土粘性・締まりあり ロームブロックと黒褐色ブロック含む

2 にぶい黄褐色土粘性・締まりあり ロームアロックを多く含む

H-3号住居跡 l' 3 土層注記 (L-L'断面)

1 黄褐色ロームフロック

2 にぶい黄褐色土粘性・締まりあり 軽石粒含む

3 暗褐色土粘性・締まりあり 僅かに軽石粒含む

C_226.7乙m P 一 →c'

p斗ぷρs0を/---ー
ー 一『電邑~~ 己

ーら F

o 1 :40 

H-4 カマF

P←一_226，70m_O'

P~ プ-p
P' "'.3 

tD 

1m 

H-4 カマ戸

C' 

H-4号住居跡カマド土層注記 (C-C'、 D-D'断面)

1 暗褐色土粘性・締まりややあり 僅かに焼土粒含む

2 にぶい黄褐色土粘性・締まりなし 焼土・炭化物を含む

3 にぷい黄褐色土粘性・締まりなし 焼土・灰を含む

4 にぷい黄褐色土粘性 .j"tまりなし 焼土ブロックを含む

5 暗褐色土粘性・締まりあり 僅かに軽石粒含む

H4号住居跡土層注記 (AA'， B-B'断面)
1 暗褐色土粘性・締まりあり 軽石 <t1~2 酬を 5% とローム粒を含む
2 暗褐色土粘性・締まりあり 1層より軽石が少なく、ローム粒を多く含む

3 にぷい黄褐色土粘性・締まりややあり ロームプロック・粒を多く含む

[D 

A喝さ空玉才ヨ

H-4 P1 

22ti .40，日

手ゴミ:H-4号住居跡 P 1 土層注記 (E E'断面)
I 黒褐色土粘性・締まりやゃあり 軽石・ローム粒を含む

2 黒褐色土 粘性・締まりややあり 1層よりロームを多く含む

H-4 P2 

226.40m 
F 之と~F'
己/' "1 

G詞ロ

H-4号住居跡 P 2 土層注記 (F-F'断面)
1 にぶい黄褐色土粘性・締まりややあり ロ ムプロック含む

2 にぶい黄褐色土粘性・締まりややあり ロ ムを多く含む

ー~喝A'
ノ¥川(

. '¥¥ ，" 
¥凶1''0よs

H-5ー1 口¥ 一子、 B' 
¥ ー τJ_'̂，-. U - l-I-4号住居跡 P 3 上層注記 (G-G'断面)

うレ Fι_!?-汁手長手"'も 1 暗褐色土 粘性・締まりなし 焼土・炭化物を合む

ーーー_} y¥):!"" ~ 、'- 2 暗褐色土 粘性・締まりなし 1層より焼土・炭化物が少なしヨ

ヶユー』了ノ).0¥学そぐ、七"' 3 暗褐色土粘性・締まりなし僅かに焼土粒含む
、-:3.'" 
"" ...:.. '-

、、

.A' D_22伝内Om 1 

D' 京三主チ斗品「 子玉三弓手子
ざ2' 4/2/ '3 l' 3 之

]-] -5号住居跡土問注記 (A-A'断面)

I 黒褐色土粘性・締まりあり 軽石 <t1~21酬を 3%含む
2 黒褐色土粘性・締まりあり 軽石 φ1~31聞を 2% と口 ム粒を含む

3 にぶい黄褐色土粘性・締まりあり ローム粒を含む

4 暗褐色土 As-A軽石とロームプロックを含む(カクラン)

]-]-6号住居土層注記(D-D'断面)

I 暗褐色土粘性・締まりあり 軽石 <t1~2 酬を 3% とローム粒を 2%含む
2 暗褐色土粘性・締まりあり 軽石 φ1_..._. 2 mmを5%とローム粒を I居より多く含む

(7%) 
3 にぶい黄褐色土 粘性・締まりあり 軽石 <t1~3 聞を 7%含み、ロームプロック粒を全

体に含む

H-7号住居跡土層注記 (H-H'断面)

1 暗褐色土 粘性・締まりややあり 軽石 <t1 ~ 2mmを3%とローム粒・プロックを僅かに

含む

暗褐色土粘性・締まりややあり 軽石 <t1~2 酬を 2% とロ ム粒を含む

にぶい黄褐色士粘性・締まりあり ローム粒を含む

暗「褐色土 粘性・締まりなし As-A軽石とロームを含む(カクラン)

にぷい黄褐色土粘性・締まりややあり ロームアロックを含む(カクラン)
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H-1 カマF

i←_  226 .30m ー→ l'

L.L-l.S )::!?ヘ』ー一

一一一一一 2 可之ノ

H-6号住居跡 D 1 土居注記 (G-G'断而)

l 且褐色土粘性・締まりやゃあり 軽石粒を僅かに含む

2 黒褐色土粘性 .li;~ まりややあり 口 ムフロックを所々に含む

2m 

寸当¥

~ 
1m 1140 。

H-6 カマF

E_226.30m 一一E'

~ 
ど

H-6 カマF

F _226.80m ー→F'

τ瓦お
Z 

H 7号住居跡 カマド 土層注記 (1-1'、]-] '1断面)

1 にぶい黄褐色土粘性・締まりなし 明黄褐色粘土を含む

2 にぶい黄褐色土中占性・締まりなし 焼土粒とロ ム主立を含む

1 :80 

一-----/一
一→B'

。

H-6 01 
226，70m 

持 G

H-5 カマ~

B←一_226 .80m 

→~ 
H-6号住居跡北カマド土居注記 (E-E'， F F'断面)

1 黒褐色土粘性・締まりやゃあり 軽石粒含む

2 暗褐色士 粘性・締まりなし 焼士粒と僅かに炭化物を含む

3 暗褐色土粘性・締まりなし 僅かに焼士粒を含む
H-5.6・7 カマ戸

H 8号住居跡 P3 土層注記 (C-C'断固)

I 黒褐色土粘性・締まりややあり 軽石粒とロームアロックを含

む

2 暗褐色土粘性・締まりややあり

く含む
I層よりロームアロックを多

H-8号住居跡土層在記 (A-Ai断面)

1 灰黄褐色土粘性・締まりなし As-A軽石 <t3 -10酬を全体に含む

2 里褐色士 粘性・締まりやゃあり As-A軽石 <t2-3mmを10%含む

3 黒褐色土粘性・締まりややあり 軽石 ct2......_ 3 mmを2%と僅かにロ ム粒を含む

4 暗褐色土粘性・締まりあり 黄色軽石 ct1---3 mrnを3%とロ ム牧を含む

5 暗褐色土粘性・締まりあり 軽石粒を 1%とローム粒・ 7ロックを含む

H-9・10号住居跡土層注記 (A-A'， B-B'断面)

I 灰黄褐色土粘性やゃあり、締まりなし As-A軽石を10%含む

2 暗褐色土粘性・締まりあり 軽石 <t2......_ 3 mmを5%とローム粒を僅かに含む

3 暗褐色土 粘性・締まりあり 軽石 <t2 -3 mmを3%と2層よりローム粒を多く含む

4 暗褐色土粘性・締まりややあり 軽石 ct2--3mmを3%含む

5 にぶい黄褐色土粘性・締まりあり ローム土を多く含む

6 にぶい黄褐色土粘性・締まりあり 軽石 <t1-3mmを3%とローム粒を含む

7 暗褐色土粘性・締まりあり ローム粒と炭化物 2%含む

B 暗褐色土粘性締まりあり ロ ム校を僅かに含む

~ 

1m 

II -9号住居跡カマド土層庄記 (C-C'， D-D'断面)

I 暗褐色土粘性・締まりややあり 焼土粒を含む

2 にぶい黄褐色土粘性・締まりややあり 焼土粒を多く含み、僅かにロームを含む

3 にぶい黄褐色土粘性・締まりややあり 焼土粒を 2層より少なく、経石 <t1-2酬を

1%含む

H-9号住居跡 P 5 土居注記 (B-B'断面)

1 灰黄褐色土粘性締まりややあり 軽石 ct2 _..._ 5 mmを3%とローム粒含む

2 灰黄褐色士 粘性・締まりややあり 黒褐色土とロームアロックを所々に含み、僅かに軽

石を含む
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H-9 Pl 
226.20m ]-]-9号住居跡 P 1 _-1::庖注記 (F-F'断面)

I 暗褐色土粘性・締まりあり 軽石 <t2~ 5剛を 1%含む
F三寸コF2-")ιィ 2 暗褐色土 枯制・締まりあり 軽石粒と焼土粒を僅かに合む

1 2 
]-] -9号住居跡、 P2 土居注記 (G-G'断面)

H-9 P2 1 にぶい黄褐色土粘性・締まりなし 焼士、炭化物を多く含む

226.20m 2 にぷい黄褐色土 1層より炭化物が少なく、ローム7ロック合 H-10 P1 
G=一 白ー~G' u 226.40m 

2茨平又2 H-9号住居跡 P3 土居注記 (H-]-]'断而) づ元走J'
1 にぷい黄褐色土粘性・締まりなし 口←ム粒含む 2 ，' 2 
2 にぶい黄褐色土 粘性・締まりあり 1層アロックと軽石 <t1 

_..._ 2 mmを 1%台む
H-9 P3 

226.20m 
H こ~H'
l' 、2

工
l-ω

主

?
l
l
N
N昂
'
J
1
0
ヨ

H-12 

D~ー_ 226 .60m 

……一戸
]-] -9号住居跡 P 4 土居在記(]-]'断面)

1 指褐色土粘性・締まりややあり 薩石と焼土粒を僅かに含む

2 にぶい黄褐色土粘性・締まりあり 軽石とロ ム粒含む

]-] -10号住居跡 P 1 土層注記 (J-J断面)

I にぶい黄褐色土粘性・締まりややあり 軽石、ローム粒含む

2 に.j;い黄褐色士粘性・締まりややあり 軽石粒含む

。
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tJ')ラン カヲラシ ト←13-1

H-13 

ー一一一一一一 ーー←一一一一

カクラン

ヨ

スゾ
?」

Hll号住居跡土層注記 (A-A'断面)
1 暗褐色土粘性・締まりあり 軽石 <t1 ~2mmを 3% とローム粒を含む
2 暗褐色土 粘性・締まりあり 軽石 <t1~2 酬を 5% とロ ム粒を 1層より多く含む

3 にぶい黄褐色土粘性・締まりなし ロ ム粒、ブロックを含む
3 2 

H-J3号住居跡土居注記(H-I-I'断面)
1 暗褐色土粘性・締まりややあり 軽石 <t1 ~2mmを 5% とローム粒を含む
2 清褐色土粘性・締まりややあり 軽石 r:tl，...._ 2 mmを3%とローム粒、プロックを 1層よ

り多く含む
3 暗掲色土粘性・締まりやゃあり 軽石 <þ 2~3 剛を 1% とロ ム粒、ブロックを多く含

む
4 灰黄褐色土粘性・締まりなし As-A軽石を全体に含む(新しい土層カクラン)

5 暗褐色土 粘性・締まりなし 4層とローム粒、アロックを含む(新しい土層カクラン)

H-12 P1 

226，30m 
Gて二二三 G'

2/ '1 ‘2 

M_ーー

1-1. J2号住居跡土層注記 (D-D'断面)

I 暗渇色土粘性・締まりややあり 軽石 <t1~2 卿を 3%含む
2 暗褐色t 粘性・締まりやゃあり 軽石 r:t1---2 mmを5%とローム粒含む

3 暗褐色土粘性・締まりあり 軽石粒とロ ム粒を僅かに含む

4 灰黄褐色土粘性・締まりな l As-A軽石とロ ムアロック含む(カクラン層)

_M'  

H-13 

1;力クラン/
、--

H-12住居跡 P 1 土層注記 (G-G'断面) H-13 P1 
1 にぶい黄褐色土粘性・締まりややあり ロームフロック 2%と軽石含む 226.20m 
2 にぷい黄褐色土粘性・締まりややあり 1層よりロームブロックを多く含む

KιK  
2- 、1

f543 

ロ~去に

H-12 カマF

E _ 226 .60m 一一E'

」 主主ヨケカクラン

1-1-11・12 カマF

H-13号住居跡 P 1 土問注記 (K-K'断面)

1 暗褐色土粘性・締まりなし 焼土、炭化物、ロ ムアロックを含む

2 暗褐色土 粘性・締まりなし 1層より焼土、炭化物が少ない

o 1 :80 2m 

l-I -13号住居跡 D 1 土層注記 (L-L'断面)

1 暗褐色土粘性・締まりなし ロ ム土と焼土粒を含む

2 にぶい黄褐色土粘性・締まりややあり ロームアロックを含む

3 にぶい黄褐色土 2層よりロームブロックを多く含む

二x色文:

]-] -Jl号住居跡カマド 土層正記 (B-B'C-C'断面)

1 黒褐色土粘性・締まりなし ローム粒を含む

2 にぶい黄褐色土粘性・締まりなし 焼土・ローム粒含む

3 I情褐色土粘性・締まりなし 焼土粒・ローム粒を多く含む

4 黒褐色土粘性・締まりやゃあり 軽石・ロームプロックを含む

5 黄褐色ロ ム カマドの左袖コ

6 にぷい黄褐色土粘性・締まりなし 焼土を多く含み、ローム粒含む

7 暗褐色土粘性・締まりややあり 焼土・炭化物を僅かに含むH-12 カマ戸

F←一_226， 60m _~='. < _ F • 
カヲラ:;_， 1 一一

/ s ¥ ':'、 iケ7ヲsl¥..)

3' p 2 

日 12号住居跡カマド 土問注記 (EE'， F-F'断面)

1 黒褐色土粘性・締まりなし焼土・炭化物を合む

2 にぶい黄褐色土粘性・締まりなし 焼土フロックを多く含む

3 にぶい黄褐色土 焼土・ローム土を含む

4 暗褐色土粘性・締まりややあり 焼土粒とロ ム土を僅かに含む

第 8図 H-9 ~13号住居跡平面・断面図
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H-13号住居跡カマド 土層注記(1 -1 " J -J'断面)

1 明赤褐色土焼土フロック

2 暗褐色士 事占性・締まりややあり 焼土を含む

3 にぶい黄褐色土焼土を多く含む

4 に.J;い黄褐色土粘性・締まりなし 焼士・炭化物を含む

5 暗褐色土 (カクラン)

6 暗褐色土 ロームプロックを含む(カクラン)

一一喝 J・
H-13 カ"i'~

J_ー_226 ，60m 

H-13 カマF

l・一一226.60m

1m 1 :40 。カクラン

一_E'E_226.50m 
H-13 カマF

Q; 

P2 

F←_  226，50市

P3 

G←_  226 ，50m 

N
A
ハ下+ー

一→ H'

e， 

H-14号住居跡土層注記 (A-A'、B-B'断面)

I 暗褐色土粘性・締まりあり 軽石 <t2-3酬を 3%とローム粒を含む

2 暗褐色土粘性・締まりあり 軽石<t2 -5 mmを5%とローム粒を l層より多く含む、炭化物も
所々に含む

3 にぷい黄褐色土粘性・締まりややあり 軽石<t1-2mmを1%と口 ム粒・プロックを多く含
む

4 暗褐色土粘性・締まりややあり 黒褐色土プロックを含み、 2・3層のアロック含む

S 灰黄褐色土粘性・締まりなし As-A軽石を全体に含む(カクラン)

~P2 

∞?
l
l
a
N
N
。
・
印
0
3

「。

H-14 
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u) 
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ぞ宍主二二コこ二¢号f
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]{-14号住居跡カマド 土層注記 (C-C'， D-D'断層)

1 黒褐色土粘性・締まりなし軽石粒を含む

2 暗褐色土粘性・締まりなし 焼土・炭化物粒含む

3 にぷい黄褐色土粘性・締まりややあり 焼土・炭化物・灰を含む

4 にぷい黄褐色土 粘性・締まりなし 焼土粒を含む

5 にぶい黄褐色土粘性・締まりややあり 僅かに焼士粒を含
む

6 にぷい黄褐色土粘性・締まりあり

む

7 暗褐色土粘性・締まりあり 軽石<t1-2 mmを2%含む

3層より焼土を多〈合1m 1 :40 

H-14 カ"i'~

D~6.50m_D' 

;疋王。
一_C'

H-14 カマF

C _ 226 .50m 

パJ 

2 

巧三手

H-14 カマ戸

一→A'

3 

周-1

A_ー_227 ，60m 

W-l号潜跡土層注記 (A-A'、B-B'断面)

1 灰黄褐色土粘性・締まりなし As-A軽石を全体に含む

2 黒褐色土粘性・締まりややあり As-A軽石<t2-5mmを5%含む

3 黒褐色土粘性・締まりややあり 軽石粒を 2%含む

4 にぶい黄褐色土粘性・締まりなし ロ ムブロックを多く含み、 6層ブロック含む

5 暗褐色土粘性なし、締まりややあり 経石<t2-5四mを3%含む

6 暗褐色土粘性・締まりややあり ローム粒を含む

7 にぶい黄褐色土 4層よりロ ムプロックが少ない、軽石<t2-3mmを1%含む、 6間アロック含む
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I号周溝状遺構土層在記 (A-A'断面)

1 灰黄褐色土 粘性・締まりなし As-A軽石<t1-1日間1を全体に含む

2 黒褐色土粘性・締まりややあり As-A軽石<t1-3醐を 5%含む

3 暗褐色士粘性・締まりややあり 軽石<t1-3mmを3%含み、ロ ム粒含む

4 黒褐色土粘性・締まりやゃあり 軽石<t1-3酬を 2%とローム粒含む(2・3の土層を
含む)

にぷい黄褐色土粘性・締まりなし ローム粒とプロック含む(4・5は1号周溝状)

2号周溝状遺構土層注記 (A-A'， B-B'断面)

I 黒褐色土粘性・締まりややあり 軽石<t1-2m"，を 2%とローム粒含む

2 にぶい黄褐色土粘性・締まりなし ロ ム粒・プロック含む 2m 

W-2号溝跡士層注記 (A-A'，B-B'断面)

I 黒褐色土粘性・締まりやゃあり As-A軽石<t2-3酬を 5%、僅かにローム粒含む

2 黒褐色土粘性・締まりやゃあり 軽石粒を 3%とロ ムブロックを含む

1 :80 。

W-1・2号溝平面・断面図1・2号周溝状遺構、
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第10図 H-l ・ 3~8 号住居跡出土遺物実測図
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M9ク‘ -5 MKll-2 M9ク "-6

第11図 H ト 11~15号住居跡、 0-3 ・ 4 .10号、 M9グリッド、 MKII出土遺物実測図
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第12図 D-13号、グリッド出土遺物実測図
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図版1

岡賢区会最

制査前全般 H-l・16号住居跡、 3号周溝状遺備全般

H-2・15号住居跡金策 H -15号住居跡遺物出土状況



図版2

H-3号住居跡全景

H-3号住居跡カマド全

H-4骨住居跡遺物出土状況

H-5母住居跡遺物出土状況

H-3号住居跡遺物出土状況

?、¥.

f? :， 

崎 町』

"" 

H-4号住居ili全策

H-5-ア号住居跡会最

H-7号住居跡遺物出土状況



図版3

f ， 

H-7母住居跡カマド全般 H-8号住居跡金策

H-9・10号住居跡全策 H-11-13号住居跡全般

H -11号住居跡遺物出土状況 H -12号住居跡カマド全般

H-14号住居跡遺物出土状況



図版4

1 号周;m~犬遇制全

D-4号土t完全鰻

J‘ 

D-l0号土坑全策

1 号;~~全景

2毎周;i'iJ状沼梢全般

D-4号土坑遺物出土状況

2号;M全景



H-l-l 

H-3-2 

H-5-2 

q
v
 

マFM
H
 

q
u
 

q
u
 

uH 

H-3-7 

H-5-1 

H-6-1 

H-1-3 

~ 

H-4-1 

図版5

H-3-1 

3-5 



図版6
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